












The scope of the “theory of research methodology  
on the history of facilities”
Kentaro Tominaga
Abstract: The study aims to clarify the scope of the “theory of research methodology on the 
history of facilities” proposed by Yuji Tsumagari, a leader in historical research on disabilities 
to contribute to the development of research on the history of social welfare.
The study finds that Tsumagari’s theory of research methodology systematized the following 
three perspectives: (1) unified histories of school education and social welfare facilities, (2) 
mental retardation as a social issue, and (3) historical and empirical perspectives on mental 
retardation using historical materials (especially primary materials). These viewpoints were 
suggested by his teacher, Yutaka Sugita of Tokyo University of Education, and inevitably led 
him to examine facilities. Furthermore, this research methodology was evidently formulated, 
along with the views (issue awareness) of Yutaka Sugita, through participation in the 
compilation of A 100-Year History of Tokyo Alms House (youikuin) led by Yasuko Ichibangase.
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　清水によると、問題史研は、第１期：［1963 年から 1970 年代前半（草創期）］、第 2 期：［1970













































































































































































方法、Ⅲ．研究経過と成果が述べられる。それは、1973（昭和 48）年から 1979（昭和 54）年
まで行われた「総合的研究」の総括であるとともに、「施設史研究方法論」が、こうした 6 年

















　第 7 論文は、第 3 期（停滞期）の 1988（昭和 62）年に書かれた「障害者問題史研究の課題と方法」













































の書かれた 1988（昭和 63）年 47 現在、これを統合する障害種別を超えた新しい視点 48 が明ら
かになってきていることから、今後はそれぞれのテーマごとに、障害者の社会参加の歴史的状
況を丹念に調べる必要がある、と彼は指摘するのである。



























































































































































































第 1 から 3 期（草創期・充実期・停滞期）に分類し、津曲の著作（研究論文）の内容について
考察した。その結果、第 1 期では、従来の精神薄弱教育史を乗り越え、新たな歴史研究の方法
論を構築しようとする姿勢とその研究方法論の萌芽がそこに看取された。



































































































23 全７件の論稿を刊行順にしたがって、第１論文から第 7 論文と記載した。
24 津曲裕次（1964）「精神薄弱教育史研究（Ⅰ）－歴史観および方法論の問題－」『精神薄弱問














































40 翌年の 1980（昭和 55）年、津曲は問題史研および施設史研の 15 年にわたる研究成果の総括
として、『精神薄弱問題史概説　そのまとめと展望』川島書店を出版している。
41 津曲裕次（1981）「日米精神薄弱者施設比較史論」『精神薄弱者施設史研究紀要』第 2 号 4 － 5
42 津曲裕次（1988）「障害者問題史研究の課題と方法」『障害者問題史研究紀要』第 31 号 28 を
参照のこと。障害者問題の成立過程の具体例は、津曲裕次「東京養育院と障害者処遇問題」
津曲裕次・清水寛・松矢勝宏・北沢清司編著（1985）前掲書 161 － 165 を参照のこと。
43 津曲前掲書（1980）4 － 5






























清水寛・松矢勝宏・北沢清司編著（1985）前掲書 161 － 165 を参照のこと。
52 高橋智（1988）「はじめに」『障害者問題史研究紀要』第 31 号 3 － 4
53 津曲前掲論文（2012）33 － 44
54 杉田前掲論文（1965）を参照のこと。























































67 糸賀一雄（1968）『福祉の思想』日本放送出版協会 10 － 11　糸賀において近江学園の実践
のなかで自らに迫ってきた問題とは、「どうして精神薄弱であるということが社会問題とな
るのか」という根源的な問題であった。そしてそれは、社会の構造的矛盾に目を向けることで、
新しい人間観の創造へと誘うものであった。それは容易なことではないが、その新しい「価
値」を私たちは実践の蓄積によって「既存の価値」に対置することで、いつの時代において
も、社会の矛盾を根底から覆すことができるのだ、と戦略的に読み替えることもできる。施
設史研究の役割のひとつとは、一見すると平らかに見える社会にあって、施設に生きる忘却
された人々の現実を物語る資料（データ）を提示することで、この社会の矛盾・ありようを
明らかにすることでもある。
